
特　
　
集

う
だ
チ
ャ
ン

防
災
週
間
が
始
ま
り
ま
し

た
。
災
害
に
つ
い
て
の
手
話

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

聴
覚
障
が
い
者
は
、
警
報
や

放
送
が
聞
こ
え
な
い
な
ど
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
助
け
合
え
る
と
い

い
で
す
ね
。

逃げる

両手を握って素早く交互
に振る

指を広げた両手を右上方から左下
方に下ろす動作をくり返す

地震

左こぶしを胸に置き、右親指
と人差指でＬを作り前に出す

立てた左手２指の上で右手３
指で「く」を書く（災の字）

災害

台風

両手のひらを上に向けて並
べて置き、同時に前後する

警報
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67

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

広報 うだ　2021年9月号 広報 うだ　2021年9月号

問�

総
合
政
策
課　

　
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

　
令
和
３
年
４
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
を
さ
れ
た
方
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
申
し
込
み
締
め
切
り
が
12
月
末
ま
で

に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
申
し
込
み
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
チ
ャ
ー
ジ

ま
た
は
買
い
物
で
25
％

上
限
５
０
０
０
円
分
の

の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
！

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
っ
て
？

議 席 氏　　名 住　　所
1 辻　公美子 榛原雨師
2 石本　智明 大宇陀大熊
3 葊長　慎治 大宇陀拾生
4 井谷　憲司  榛原天満台西
5 福⻆　毅 榛原比布
6 浦　賢彦 菟田野佐倉
7 井上　登志子 大宇陀小和田
8 平山　博志 榛原山辺三
9 南　隆志 室生無山
10 字廽　幸雄 大宇陀下宮奥
11 北脇　正文（副会長） 大宇陀岩清水
12 下村　雅清（会長） 室生上笠間

担　当　地　区 氏　　名 住　　　所

第 1 地区 口今井・麻生田・芝生・馬取柿・嬉河原・半
阪・内原 松尾　章憲 大宇陀口今井

第 2 地区 五津・平尾・野依 太田　道広 　〃　野依
第 3 地区 牧・栗野・田原・下片岡・東平尾・大熊・上片岡 畠中　強 　〃　下片岡
第 4 地区 大東・関戸・宮奥・下宮奥・黒木 北村　好章 　〃　黒木
第 5 地区 西山・春日・下竹・岩室・小附 中西　良夫 　〃　岩室
第 6 地区 岩清水・才ヶ辻・藤井・調子・塚脇 仲川　正彥 　〃　調子
第 7 地区 本郷・中ノ庄・迫間・（市街地）・拾生 東山　晃夫 　〃　中庄
第 8 地区 守道・山口・白鳥居・上品・下品・和田・小和田 巽　周二 　〃　守道
第 9 地区 下芳野・上芳野・岩端・東郷・入谷 森田　逸平 菟田野上芳野
第 10 地区 佐倉・宇賀志・駒帰・稲戸 安田　耕平 　〃　佐倉
第 11 地区 別所・平井・見田 戸谷　清次 　〃　平井
第 12 地区 岩﨑・古市場・松井・大澤・大神 寺澤　守哉 　〃　岩﨑
第 13 地区 三宮寺・澤・大貝・山路・石田・母里 藤原　敬司 榛原石田
第 14 地区 高塚・池上・福西・比布・栗谷 松岡　公輝   〃  高塚
第 15 地区 足立・上井足・下井足 中垣　俊一   〃  上井足
第 16 地区 篠楽・雨師・安田・笠間 的場　功   〃  安田

第 17 地区 山辺三・戒場・額井・長峯・福地・赤瀬・天
満台・ひのき坂 南　秀樹   〃  額井

第 18 地区

萩原（�玉立・小鹿野・西峠・鳥見町・墨坂・
新吉田・福田・上町・東町・稲荷・ 
新町・宮本・菟田川・駅前・新駅前・
口田辺・奥田辺・富士見ケ丘）

高萩台・榛見が丘・柳・角柄・萩乃里

上野　元嗣   〃  萩原

第 19 地区 檜牧甲、乙・自明・高井・荷坂 古城　正博   〃  自明
第 20 地区 内牧・八滝・諸木野・赤埴甲、乙 古川　洋一   〃  八滝
第 21 地区 大野・三本松 森本　國友 室生三本松
第 22 地区 小原・下笠間 福田　安民   〃  小原
第 23 地区 上笠間・深野 松本　公一   〃  上笠間
第 24 地区 下田口・上田口・黒岩・室生 椿本　雅偉   〃  黒岩
第 25 地区 染田・多田・無山 松本　昌明   〃  染田
第 26 地区 向渕 山　悦司   〃  向渕
第 27 地区 西谷・龍口・砥取・滝谷 峯　文雄   〃  龍口

農地の保全と活用の促進を目指します

 農業委員・農地利用最適化推進委員を紹介

　任期満了に伴い、7月 20日に農業委員 12人が任命され、農地利
用最適化推進委員に 27人が委嘱されました。

■農業委員とは
　農地の権利移転・設定の許可や転用等について、農業委員会総会
で審議、農地利用最適化推進委員と連携し、現地確認等を行います。

■農地利用最適化推進委員とは
　担い手への農地利用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解
消等の地域における現場活動を行います。

任期はいずれも令和 3年 7月 20日から 3年間です。

農地を貸したい方
募集します

「高齢で耕作できなくなったので、
農地を誰かに管理してほしい」

「農地を相続したけれど、農業を
しないので誰かに貸したい」

そうお考えの方は、なら担い手・農地
サポートセンター（法律に基づき県知
事の指定を受けた公的機関）へご相談
ください。

※センターが農地を借り受ける条件
は、農地として利用が困難でないこと、
十分な受け手が見込めることです。

【募集期間】　随時受付
【対象農地】　農業振興地域内の農地

問公財）なら担い手・農地サポート
センター（農地中間管理機構）
（☎ 0744-21-5020）（橿原市畝傍町）

■宇陀市農業委員（議席順・敬称略）

■宇陀市農地利用最適化推進委員（担当地区順・敬称略）

問農業委員会（農林課内）　（☎ 82-5781/IP ☎ 88-9090）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
接
種
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
の
接
種
率
は

　
　
　
　
　
　
県
内
12
市
中
１
位
！

　
市
で
は
接
種
特
設
会
場
（
市
総
合
体
育
館
）
を

設
け
、
希
望
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
へ
集
団
接
種

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
接
種
率
は
91
・
６
％
で
、

県
内
12
市
中
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
64
歳
以
下
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
９
月
中
に
は

１
回
目
の
接
種
を
完
了
し
、
10
月
中
に
は
２
回
目

の
接
種
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。
２
回
目
の
接
種

完
了
と
同
時
に
特
設
会
場
で
の
集
団
接
種
は
終
了

い
た
し
ま
す
。

◆�

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
で
、
個
別
医
療
機

関
な
ど
市
の
集
団
接
種
会
場
以
外
で
接
種
さ
れ

る
場
合
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
の
ご
連
絡
を
ワ
ク
チ

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
96
・
９
０
３
０
）
ま

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆�

集
団
接
種
終
了
後
に
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問�

健
康
増
進
課　

　
（
☎
82
・
３
６
９
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
７
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

申
し
込
み
期
限
延
長

広報うだがスマホで
いつでも見られる

12
月
末
ま
で
！


